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１．「免震重要棟電源盤からの発煙」共通要因原因分析の実施について

実施項目
スケジュール

H27/12 H28/1 H28/2 H28/3

共通要因分析の実施 免震重要棟電源盤か
らの発煙

共通要因分析要否の判断
（不適合管理委員会）

12/14
▼

・分析活動計画書の作成・承認
（チーム構成、類似事象等）

▽

・情報収集、事実確認、問題点の
抽出、背後要因の検討

・対策の検討・立案

・分析活動報告書の作成・承認 ▽

・対策の実施

「免震重要棟電源盤からの発煙について」は高圧電源ケーブル損傷に起因するも
のであり、類似災害が過去にも発生していること、感電災害に通じるものであるこ
とから、今回、共通要因分析を実施し必要な対策を実施していく。
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２．共通要因分析実施体制

分析チームリーダー及び分析員については、原子力安全推進協会又は社内の根本
原因分析研修の受講者で、中立的な立場（当該事象に直接関係しない部署）の分析

の力量のある者が実施する。

分析チームリーダー

分析サブリーダー

分析員Ａ 分析員Ｎ 分析員（技術専門家）
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３．事象概要

【概 要】

「落下／墜落」等の重大災害に対する共通要因分析は実施してい
たが、マニュアルに従い、発生した不具合について多発性／
再発性のある現象・原因の有無を確認し、その結果に基づく
共通要因分析が定期的に行われていなかった。

【マニュアル要求内容】

・「品質保証グループ」は、不適合の発生状況から、多発あるい
は再発傾向のある現象・原因の有無を適宜確認する。

・その結果、共通要因分析の必要性が確認された場合は、「不適
合管理委員会」に報告し、共通要因分析実施の判断をする。

・共通要因分析を行う者は、分析に関する教育をうけたものが行
う。
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４．原因・対策（１／２）

【原 因】

・共通要因分析の実施対象を抽出するための判断基準（多発・
再発の定義）が不明確であった。

・不適合の蓄積、分析・評価は安全管理グループが実施してお
り、業務分担が不明確であった。

【対 策】

・共通要因分析の実施対象を抽出するための判断基準を明確に
したガイドを作成する。

・不適合の蓄積、分析・評価を実施している「安全管理グルー
プ」が共通要因分析の実施対象を抽出し、「不適合管理委員
会」に報告する。
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不適合管理
委員会

所 管Gr

分析チーム

指 示

報 告

安全管理Gr 品質保証Gr

データー

共通要因分析の指示

 委員会事務局
 発生/処理状況管理
 不適合傾向分析

有識者

共通要因分析
要否の評価

共通要因分析実施

発電所長
原子炉主任技術者 等

チーム設置

 安全管理Grが不適合の発生・
処理状況管理、傾向分析を実施

 品質保証Grはマニュアルに基
づき「多発・再発のある現象・
原因」の有無を確認していなか
った

 「共通要因分析」を実施するた
めの多発・再発のある現象・原
因の判断基準が不明確

（具体事例）

「墜落・落下災害」の

共通要因分析

 類似性・多発性のある現象・
原因の判断基準を「ガイド」
に制定

 安全管理Grがマニュアルに基
づき「共通要因分析要否の評
価」を行うよう役割分担を変
更

 不適合の審議
 共通要因分析
の実施判断

＜現 状＞

＜今 後＞
不適合管理
委員会所 管Gr

分析チーム

指 示

報 告

安全管理Gr 品質保証Gr

共通要因分析の指示

 委員会事務局
 発生/処理状況管理
 不適合傾向分析
 共通要因分析要否
の評価

有識者

共通要因分析実施

発電所長
原子炉主任技術者 等

チーム設置

 不適合の審議
 共通要因分析
の実施判断

４．原因・対策（２／２）
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５．判断基準・運用の明確化

【実施手順・運用】
(1)安全管理Ｇは、「不適合原因分類ガイド」に基づき類似性・多発性のある現
象・原因の有無を確認し、不適合管理委員会に報告する。
(2) 不適合管理委員会は、「不適合管理状況報告」（四半期）および以下に示
す判断基準により複数の観点から分析対象を選定し、共通要因分実施の判断を
行う。

【判断基準】
•至近に頻発している事象が認められる場合
•事象は異なるが、原因を探ると同じリスクがある場合
•原子炉主任技術者、運転管理担当といった有識者等から弱点として指摘

されている場合
•広範囲の設備や場所で発生しているなど、発電所共通の弱点と思われる場合
※類似・多発性：似通った事象で共要因の可能性があること
再発：ある原因に対して取った対策が「期待する」効果がえられなかった

ことで発生した事象
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６．今後のスケジュール

実施項目
スケジュール

H27/12 H28/1 H28/2 H28/3

原因分析の実施マニュアル改訂 12/1４
▼

ガイド制定 12/15
▼

不適合の整理、分析
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不適合件名
現象分類 背景要因分類

プラント 機械設備 作業管理 ・・・ 設計施工 使用条件 劣化放置 ・・・

〇〇〇不具合 〇 〇

✕✕✕不具合 〇 〇

〇

△△△不具合 〇 〇

□□□不具合 〇

（参考）共通要因実施の判断基準（イメージ）

作業管理のうち、ルール／手順の
遵守に係わる不適合が増加傾向

設備点検基準、作業要領に起因す
る劣化による不適合が増加傾向

「〇〇〇不具合」、「△△△不具合」について共通要因分析を実
施し、業務プロセス上の問題点等の抽出、対策の検討を実施


